
　
種
子
法
︵
主
要
農
産
物
種
子
法
︶

は
都
道
府
県
に
稲
、
麦
、
大
豆
の

種
子
の
生
産
・
普
及
を
義
務
付
け

る
も
の
で
、
１
９
５
２
年
に
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
法
に
基
づ
き
予
算
措
置
が
行
わ

れ
、
地
域
の
風
土
や
気
候
な
ど
に

適
し
た
多
様
な
品
種
の
研
究
・
開

発
・
生
産
が
行
わ
れ
、
日
本
の
食

糧
生
産
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
そ

の
種
子
法
が
２
０
１
７
年
の
国
会

で
衆
参
合
わ
せ
、
わ
ず
か
１２
時
間

の
審
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

◆
誰
の
た
め
の
廃
止
？

　
廃
止
の
理
由
は
﹁
種
子
法
が
あ

る
と
民
間
企
業
の
投
資
意
欲
を
削

い
で
し
ま
う
か
ら
﹂
と
い
う
も
の

で
す
。
こ
れ
ま
で
公
的
に
守
ら
れ

１
０
０
％
国
産
で
賄
っ
て
き
た
種

子
の
市
場
に
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
が

参
入
し
、
農
家
を
支
配
し
て
い
く

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
発
効

を
機
に
、
今
後
自
家
栽
培
原
則
Ｏ

Ｋ
の
種
苗
法
も
改
悪
さ
れ
、
自
家

栽
培
原
則
禁
止
に
な
っ
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
り

ま
し
た
。

◆
日
本
の
農
業
と

　

食
の
安
全
を
守
る
た
め
に

　
種
子
法
の
廃
止
は
、
こ
れ
ま

で
法
に
基
づ
き
守
ら
れ
て
き
た

安
価
で
安
全
な
﹁
公
共
の
種
子
﹂

を
な
く
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
す
で
に
野
菜
の
種
子
の
９

割
が
外
国
産
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
主
食
で
あ
る
コ
メ
ま
で
外

国
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
は
、
日
本
の
農
業
、
さ
ら
に

は
食
の
安
全
上
か
ら
も
避
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
種
子
法
廃
止
の
動
き
に
対
し
、

新
潟
、
埼
玉
、
兵
庫
県
議
会
を

皮
切
り
に
富
山
、
山
形
、
北
海

道
等
々
、
公
的
種
子
事
業
を
継

続
す
る
た
め
の
条
例
が
制
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
０
０

を
超
え
る
自
治
体
議
会
︵
県
内

で
は
大
和
、
海
老
名
、
伊
勢
原
、

座
間
︶
か
ら
、
国
に
種
子
法
に

代
わ
る
新
た
な
法
整
備
を
求
め

る
意
見
書
が
提
出
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
平
塚
は
米
ど
こ
ろ
で
す
。Ｊ
Ａ

湘
南
の
出
荷
量
の
７
割
以
上
を

占
め
て
い
る
﹁
は
る
み
﹂
は
、

平
塚
に
あ
る
全
農
営
農
・
技
術

セ
ン
タ
ー
が
１９
年
か
け
て
開
発

し
た
品
種
で
、
日
本
穀
物
検
定

協
会
の
最
高
評
価
﹁
特
Ａ
﹂
の

評
価
を
２
年
連
続
し
て
得
て
い

ま
す
。

　
地
域
の
農
家
と
農
業
、
そ
し

て
食
の
安
全
を
守
る
た
め
、
種

子
法
廃
止
の
問
題
を
多
く
の
市

民
に
伝
え
な
が
ら
、
新
た
な
制

度
づ
く
り
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ

ン
に
取
組
み
ま
す
。

政治改革・議会改革 守り・つなぐ環境

働きたい人を
応 援

地域から
安全・安心をつくる

政治改革・議会改革
政治への信頼を取り戻すには、
政治を「見える化」して参加を
進めることが必要です。

●政治資金規正法を改正し、企業
団体献金を廃止する
●新たな議員年金制度はやっぱり
NO！
●政務調査費の公開をさらに進める

守り・つなぐ環境
東日本大震災、そして原発事故を
経験した私たちは、安心・健康・
環境を何よりも優先します。
●家庭も事業所も自治体も、自然
エネルギーを「つくる・使う」
●香害など化学物質過敏症の対策
を進める
●食の安全を守る

働きたい人を
応 援

種子法廃止は日本の農業、食の安全の危機！種子法廃止は日本の農業、食の安全の危機！
―新たな公的支援制度を求め、動き出そうー

湘南地域活動連携協議会学習会報告　講師：印鑰 智哉さん　日本の種を守る会事務局アドバイザー

1人ひとりの状況にあわせた
自立への継続的な支援を進めます。

●「住まい・生活支援」で
安心な働き方をサポート

●就労の体験や訓練を受
け入れる事業所を応援
し、共に働く場を広げる

地域から
安全・安心をつくる
顔の見える関係を広げ、互いを尊重し

助け合う社会をつくります。

●神奈川から平和な社会を
つくります
●災害時の高齢者・障がい
者など要援護者への対策
を進めます

いんやく

駅前で香害の
アンケート調査を

実施

２月１６日学習会（平塚）参加者約100人

予算要望
意見交換会

駅南口で
活動報告

県農業技術
センターを
見学

未来につなぐ働き・暮らし未来につなぐ働き・暮らし


